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十
二
世
紀
中
世
に
つ
い
て
t
三
っ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ー
堀
越
孝
一
1
　
最
近
の
中
世
更
学
が
地
方
史
重
視
へ
と
傾
斜
し
つ
つ
あ
る
な
か
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
全
体
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
の
考
察
が
あ
ら
た
め
て
要
請
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
態
は
こ
よ
な
く
興
味
ぶ
か
い
。
微
視
的
な
視
線
が
巨
視
的
な
構
造
の
理
解
を
う
な
が
す
と
い
う
、
こ
れ
は
よ
く
あ
る
は
な
し
で
あ
る
。
な
に
か
こ
う
、
全
体
の
構
成
は
ぴ
し
っ
と
き
ま
っ
て
い
て
、
あ
と
は
た
だ
部
分
を
埋
め
て
ゆ
く
だ
け
だ
と
い
っ
た
よ
う
な
呑
気
な
は
な
し
は
、
お
よ
そ
歴
史
思
考
に
あ
っ
て
は
通
用
し
な
い
。
　
全
体
が
部
分
を
規
制
し
、
部
分
が
全
体
の
形
を
き
め
る
。
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
の
地
方
自
治
体
（
プ
ー
ル
）
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
当
然
の
こ
と
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
へ
　
　
ゐ
　
　
へ
が
ら
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
を
包
み
こ
ん
で
い
た
国
際
関
係
に
つ
い
て
の
理
解
を
前
提
と
し
て
要
求
す
る
。
国
際
関
係
の
こ
と
は
、
プ
ー
ル
の
様
態
が
わ
か
ら
な
け
れ
ば
、
つ
い
に
わ
か
ら
な
い
。
普
遍
と
個
別
が
不
連
続
に
交
錯
し
て
い
た
の
が
中
世
社
会
だ
と
は
マ
ル
ク
・
ブ
ロ
ッ
ク
の
言
だ
が
、
こ
れ
は
歴
史
思
考
に
そ
の
ま
ま
あ
て
は
ま
ろ
う
。
　
地
方
史
と
国
制
史
と
の
関
係
に
つ
い
て
だ
け
の
こ
と
で
は
な
い
。
各
種
分
野
の
研
究
が
時
代
史
一
般
と
の
関
連
を
欠
く
と
き
、
と
も
す
れ
ば
時
代
錯
誤
（
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
）
が
そ
こ
に
生
じ
る
。
そ
の
こ
と
の
自
覚
が
、
い
っ
た
い
ど
の
て
い
ど
わ
た
し
た
ち
の
も
の
で
あ
る
の
か
。
問
わ
れ
る
べ
き
は
こ
れ
で
あ
る
。
　
封
の
体
系
が
自
律
的
力
学
を
も
ち
は
じ
め
た
こ
と
、
石
の
教
会
堂
が
林
立
し
た
こ
と
、
西
欧
人
の
思
考
が
哲
学
へ
の
道
を
切
り
ひ
ら
い
た
こ
と
、
仔
情
詩
が
彩
り
ゆ
た
か
に
歌
い
だ
さ
れ
た
こ
と
、
人
の
移
動
が
自
閉
的
な
枠
を
破
っ
て
開
始
さ
れ
た
こ
と
、
と
り
わ
け
西
欧
の
外
へ
向
っ
て
。
こ
う
い
っ
た
諸
事
象
は
、
い
わ
ば
絵
パ
ズ
ル
の
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ボ
ー
ル
紙
の
切
れ
っ
ぱ
し
で
あ
っ
て
、
ほ
ど
あ
い
よ
く
形
の
と
れ
た
そ
れ
ら
諸
断
片
を
集
め
て
、
時
代
を
作
る
。
歴
史
は
パ
ズ
ル
あ
そ
び
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
絵
パ
ズ
ル
で
は
、
ボ
ー
ル
紙
の
切
れ
っ
ぱ
し
（
a
）
は
パ
86
、
十二世紀中世について
ズ
ル
盤
（
A
）
に
し
か
は
め
ら
れ
な
い
。
（
B
）
に
は
無
理
な
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
こ
と
は
、
こ
ど
も
な
ら
だ
れ
で
も
知
っ
て
い
る
。
部
分
は
全
体
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ
映
し
て
い
る
。
事
象
（
a
）
は
時
代
（
A
）
の
形
に
な
じ
む
よ
い
か
た
ち
に
ヤ
　
　
へ
　
　
ね
お
い
て
、
は
じ
め
て
理
解
さ
れ
る
。
と
い
う
よ
り
も
、
そ
う
い
う
（
A
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
へ
　
　
う
　
　
ぬ
　
　
た
　
　
へ
　
　
も
に
な
じ
む
形
に
お
い
て
、
は
じ
め
て
（
a
）
は
よ
い
か
た
ち
に
お
い
て
、
わ
た
し
た
ち
の
認
識
に
は
い
る
の
で
あ
る
。
　
し
か
も
、
こ
れ
は
な
ん
と
も
悟
性
で
は
説
明
し
き
れ
な
い
事
態
な
の
だ
が
、
断
片
（
a
）
が
図
柄
（
タ
ブ
ロ
i
）
（
A
）
に
な
じ
む
か
ど
う
か
は
、
直
観
的
に
わ
た
し
た
ち
の
認
知
の
眼
差
し
に
は
い
る
の
で
あ
る
。
形
と
い
う
も
の
は
、
も
と
も
と
そ
う
い
う
性
質
を
帯
び
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
た
、
こ
ど
も
に
は
よ
く
わ
か
る
は
な
し
の
筋
で
あ
る
。
こ
の
感
覚
の
眼
差
し
の
質
が
歴
史
家
に
問
わ
れ
る
。
こ
れ
は
歴
史
家
を
縛
る
不
可
避
の
制
約
で
あ
る
。
　
「
拝
情
詩
が
彩
り
ゆ
た
か
に
歌
い
だ
さ
れ
た
」
と
い
う
事
象
（
a
）
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
と
い
う
図
柄
（
B
）
に
は
な
じ
ま
な
い
。
た
と
え
ば
そ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
い
う
（
B
）
に
な
じ
む
も
の
と
し
て
（
a
）
を
理
解
し
よ
う
と
い
く
ら
や
っ
て
み
て
も
、
パ
ズ
ル
は
完
成
し
な
い
。
も
っ
と
も
パ
ズ
ル
（
B
）
は
、
そ
う
と
う
使
い
古
さ
れ
て
い
て
、
あ
ら
た
め
て
線
を
ひ
き
、
ボ
ー
ル
紙
を
切
り
な
お
し
た
方
が
い
い
段
階
に
は
い
っ
て
い
る
の
だ
が
。
2
　
こ
こ
二
十
年
ほ
ど
の
あ
い
だ
に
、
酉
欧
の
十
二
世
紀
を
め
ぐ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
三
つ
も
た
れ
た
。
一
九
五
七
年
十
一
月
十
二
目
か
ら
十
四
日
に
か
け
て
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
人
文
学
類
お
よ
び
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
中
世
ー
ル
ネ
サ
ン
ス
研
究
所
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
一
九
六
五
年
七
月
二
一
日
か
ら
三
〇
日
に
か
け
て
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
の
ク
ー
タ
ン
ス
近
郊
ス
リ
ジ
イ
・
ラ
・
サ
ル
の
城
館
で
開
か
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
そ
れ
に
こ
れ
は
変
形
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
い
う
べ
き
か
、
一
九
七
四
年
十
一
月
上
旬
か
ら
翌
年
三
月
上
旬
に
か
け
て
録
画
・
放
映
さ
れ
た
日
本
放
送
協
会
の
放
送
大
学
実
験
番
組
「
西
欧
精
神
の
探
究
」
で
あ
る
。
　
こ
の
三
者
い
ず
れ
の
ば
あ
い
も
、
そ
の
後
、
報
告
者
の
草
稿
と
談
話
の
筆
録
を
も
と
に
し
て
本
が
作
ら
れ
、
出
版
さ
れ
た
。
　
以
下
、
こ
の
三
つ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
浮
彫
に
し
た
「
十
二
世
紀
中
世
」
に
対
す
る
関
心
の
態
様
を
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。
　
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
ー
グ
ル
ー
プ
の
本
は
、
報
告
者
が
そ
れ
ぞ
れ
草
稿
に
手
を
入
れ
た
も
の
を
ま
と
め
て
本
に
し
た
も
の
で
、
第
一
部
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
の
な
か
で
の
思
考
」
に
、
レ
イ
モ
ン
ド
・
ク
ラ
イ
バ
ン
ス
キ
i
「
シ
ャ
ル
ト
ル
学
校
」
、
ア
ー
バ
ン
・
T
・
ホ
ー
ム
ズ
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
教
育
に
お
け
る
変
遷
」
、
ア
ド
ル
フ
・
カ
ッ
ツ
ェ
ネ
レ
ン
ボ
ー
ゲ
ン
「
七
自
由
学
科
の
造
型
表
現
」
の
三
篇
を
、
第
二
部
「
経
済
と
社
会
に
お
け
る
変
87
遷
」
に
、
ヒ
ル
マ
ー
・
G
・
ク
ル
ー
ガ
！
「
展
開
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
済
的
諸
相
」
、
ジ
ョ
ゼ
フ
・
R
・
ス
ト
レ
イ
ヤ
ー
「
封
建
的
諸
制
度
の
発
展
」
、
　
エ
ル
ン
ス
ト
・
H
・
カ
ン
ト
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
「
学
問
的
法
律
学
の
影
響
下
の
王
権
」
の
三
篇
を
、
第
三
部
「
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
文
化
へ
の
東
方
の
影
響
」
に
、
レ
オ
・
ス
ピ
ッ
ツ
ァ
ー
「
ユ
ダ
ヤ
ー
イ
タ
リ
ァ
悲
歌
へ
の
ヘ
ブ
ラ
イ
詩
お
よ
び
俗
語
詩
の
影
響
」
、
ミ
ル
ト
ン
・
V
ド
エ
イ
ナ
ス
ト
ス
「
ラ
テ
ン
世
界
の
思
想
へ
の
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
の
影
響
の
諸
相
」
、
G
・
E
・
フ
オ
ン
・
グ
ル
ー
ネ
バ
ウ
ム
「
イ
ス
ラ
ム
世
界
－
敵
の
顔
1
」
の
三
篇
を
、
そ
れ
ぞ
れ
収
録
し
て
い
る
。
　
ひ
じ
ょ
う
に
特
徴
的
な
こ
と
は
、
こ
の
本
の
編
者
で
あ
る
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ク
ラ
ー
ゲ
ッ
ト
、
ゲ
イ
ン
ズ
・
ポ
ス
ト
、
ロ
バ
ー
ト
・
レ
イ
ノ
ル
ズ
の
共
同
署
名
に
よ
る
序
文
の
書
出
し
が
、
ま
ず
ジ
ョ
フ
リ
ー
・
バ
ラ
ク
ラ
フ
の
名
を
あ
げ
、
つ
い
で
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ホ
ー
マ
ー
・
ハ
ス
キ
ン
ズ
を
回
想
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
後
者
の
『
十
二
世
紀
ル
ネ
サ
ン
ス
』
は
一
九
二
七
年
に
、
前
者
の
『
転
換
期
の
歴
史
』
は
一
九
五
五
年
に
出
版
さ
れ
て
い
（
1
）
る
。　
ハ
ス
キ
ン
ズ
の
十
二
世
紀
理
解
は
、
旧
来
の
中
世
、
あ
る
い
は
ル
ネ
サ
ン
ス
と
い
う
。
ハ
ズ
ル
盤
は
一
応
そ
の
ま
ま
に
、
後
者
の
駒
の
重
要
な
も
の
の
い
く
つ
か
を
前
者
に
組
み
こ
ん
だ
も
の
と
い
え
る
。
な
か
な
か
う
ま
く
応
用
で
き
て
い
て
、
つ
い
つ
い
だ
ま
さ
れ
た
気
に
な
る
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
じ
つ
の
と
こ
ろ
、
も
と
も
と
「
ル
ネ
サ
ン
ス
」
と
い
う
概
念
は
超
歴
史
的
な
も
の
で
あ
り
、
や
す
や
す
と
時
代
を
越
え
る
か
ら
で
あ
る
。
　
バ
ラ
ク
ラ
フ
は
建
設
な
い
し
構
成
の
時
代
と
い
う
こ
と
を
い
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
全
体
の
流
れ
に
お
い
て
、
十
二
世
紀
を
そ
う
い
う
時
代
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
、
こ
れ
が
マ
デ
ィ
ス
ン
（
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
の
あ
る
町
）
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
狙
う
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
　
だ
か
ら
本
の
表
題
は
『
十
二
世
紀
と
近
代
社
会
の
基
礎
』
と
つ
け
ら
れ
　
（
2
）
て
い
る
。
　
次
に
ス
リ
ジ
イ
・
ラ
・
サ
ル
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
書
だ
が
、
こ
の
方
は
、
そ
の
も
の
ず
ば
り
『
十
二
世
紀
ル
ネ
サ
ン
ス
に
つ
い
て
の
談
話
』
と
題
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
も
の
ず
ば
り
と
い
っ
た
の
は
二
重
の
意
味
で
あ
っ
て
、
報
告
者
の
報
告
と
討
論
の
内
容
が
ほ
ぼ
半
々
の
割
で
収
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
そ
の
も
の
ず
ば
り
「
談
話
」
で
あ
り
、
あ
ま
た
問
題
を
は
ら
む
「
十
二
世
紀
ル
ネ
サ
ン
ス
」
と
い
う
語
句
を
そ
の
ま
ま
表
に
出
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
も
ま
た
、
そ
う
で
あ
る
。
　
モ
ー
リ
ス
・
ド
・
ガ
ン
デ
ィ
ヤ
ッ
ク
、
エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
ジ
ョ
ノ
ー
両
氏
の
統
括
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
第
一
目
目
に
、
ジ
ョ
ノ
ー
が
「
爆
人
と
巨
人
」
、
ビ
ル
ガ
ー
・
ム
ン
ク
ー
オ
ル
セ
ン
が
「
ジ
ャ
ン
・
ド
・
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
、
十
二
世
紀
の
一
キ
ケ
ロ
学
者
の
ユ
マ
ニ
ス
ム
」
に
つ
い
て
報
告
し
、
そ
れ
ぞ
れ
十
人
前
後
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
討
論
が
行
な
わ
れ
た
。
　
以
下
、
報
告
者
と
報
告
題
だ
け
拾
っ
て
ゆ
く
と
、
第
二
日
目
に
フ
ェ
ル
ナ
ン
・
ブ
リ
ュ
ネ
ル
「
デ
ウ
ス
・
フ
ォ
ル
マ
・
エ
ッ
セ
ン
デ
ィ
」
、
マ
リ
i
・
テ
レ
ー
ズ
・
ダ
ル
ヴ
ェ
ル
ニ
イ
「
ノ
ヴ
ァ
・
エ
ト
・
ヴ
ェ
ト
ラ
」
、
第
三
日
目
に
ジ
ャ
ン
・
シ
ャ
チ
オ
ン
「
十
二
世
紀
の
サ
ン
・
ヴ
ィ
ク
ト
！
88
十二世紀中世について
ル
学
校
の
文
化
」
、
レ
イ
モ
ン
ド
・
フ
ォ
レ
ヴ
ィ
ユ
「
十
二
世
紀
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
政
治
意
識
の
誕
生
」
、
第
四
日
目
に
フ
ラ
ン
シ
ス
・
サ
レ
「
ロ
マ
ネ
ス
ク
芸
術
入
門
」
、
第
五
目
目
に
M
・
M
・
ダ
ヴ
ィ
「
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ド
．
ク
レ
ー
ル
ヴ
ォ
ー
と
ギ
ヨ
ー
ム
・
ド
・
サ
ン
チ
エ
リ
に
お
け
る
霊
の
妻
の
主
題
」
、
バ
ー
リ
ー
・
ス
モ
ー
リ
ー
「
十
二
世
紀
の
聖
書
注
釈
」
、
第
六
日
目
に
ジ
ャ
ン
・
ル
ク
レ
ル
ク
「
聖
ベ
ル
ナ
ー
ル
の
文
学
的
人
文
学
」
（
こ
の
報
告
は
収
録
さ
れ
ず
、
討
論
の
み
収
録
さ
れ
て
い
る
）
ロ
ベ
ー
ル
・
ジ
ャ
ヴ
レ
「
霊
の
愛
対
宮
廷
風
愛
」
、
ド
・
ガ
ン
デ
ィ
ヤ
ッ
ク
と
エ
ニ
ド
．
マ
ク
レ
オ
ド
「
ア
ベ
ラ
ー
ル
と
エ
ロ
イ
ー
ズ
」
　
（
こ
れ
は
両
氏
の
対
話
の
形
を
と
っ
て
い
る
）
、
第
七
日
目
に
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ケ
ラ
ー
マ
ン
「
西
欧
拝
情
詩
の
開
花
－
愛
の
崇
拝
ー
」
、
ジ
ャ
ン
・
シ
ャ
ル
ル
・
パ
イ
ヤ
ン
「
フ
ラ
ン
ス
中
世
物
語
詩
に
お
け
る
女
性
像
」
、
ド
・
ガ
ン
デ
ィ
ヤ
ッ
ク
、
ロ
ジ
エ
・
ジ
ャ
ヴ
レ
、
ケ
ラ
ー
マ
ン
、
ロ
ベ
ー
ル
・
マ
リ
シ
ャ
ル
、
パ
イ
ヤ
ン
の
五
氏
に
よ
る
討
論
「
カ
タ
リ
派
と
宮
廷
風
愛
を
め
ぐ
る
討
論
」
、
第
八
日
目
に
マ
リ
シ
ャ
ル
「
物
語
詩
（
ロ
マ
ン
）
の
誕
生
」
、
第
九
日
目
に
ジ
ャ
ク
リ
ー
ヌ
・
ラ
ン
ボ
ー
ー
ビ
ュ
オ
「
グ
ラ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
法
令
集
、
過
去
の
遺
贈
、
古
典
的
時
代
の
到
来
」
、
最
後
に
ド
・
ガ
ン
デ
ィ
ヤ
ッ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
ク
、
ジ
ョ
ノ
ー
を
ふ
く
め
十
一
名
に
よ
る
総
括
的
討
論
。
　
サ
ン
・
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
学
校
に
代
表
さ
れ
る
「
ス
コ
ラ
」
の
研
学
、
ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
と
古
典
研
究
（
ユ
マ
ニ
ス
ム
）
、
聖
ベ
ル
ナ
ー
ル
の
体
現
す
る
信
仰
の
情
動
と
聖
書
学
、
ア
ベ
ラ
ー
ル
と
西
欧
の
思
考
の
方
法
論
の
確
立
、
「
ロ
マ
ネ
ス
ク
」
の
形
成
に
み
ら
れ
る
西
欧
の
造
型
の
形
（
フ
ォ
ル
マ
）
の
確
定
、
愛
の
教
義
と
慣
行
の
形
成
、
「
ロ
マ
ン
」
に
刻
印
さ
れ
る
民
族
の
過
去
、
慣
習
法
の
世
界
に
ロ
ー
マ
法
の
水
路
を
掘
り
こ
も
う
と
す
る
方
向
性
の
確
定
。
　
十
二
世
紀
は
多
様
な
表
現
の
可
能
性
に
向
っ
て
「
開
か
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
」
の
世
紀
で
あ
り
、
そ
こ
に
生
れ
育
て
ら
れ
た
文
化
の
諸
系
列
（
セ
リ
i
）
が
ひ
と
つ
の
図
柄
を
描
き
、
十
二
世
紀
以
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
見
取
図
を
作
る
。
そ
う
い
う
見
通
し
が
、
ス
リ
ジ
イ
・
ラ
・
サ
ル
に
集
っ
た
人
々
の
共
有
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
　
し
た
が
っ
て
「
十
二
世
紀
ル
ネ
サ
ン
ス
」
は
「
開
か
れ
た
概
念
」
で
あ
り
、
時
代
の
内
包
を
時
間
軸
に
沿
っ
て
押
し
流
す
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
ル
ネ
サ
ン
ス
」
の
印
影
で
あ
ろ
う
は
ず
は
な
く
、
こ
こ
に
カ
ロ
リ
ン
グ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
、
オ
ッ
ト
ー
朝
ル
ネ
サ
ン
ス
、
十
二
世
紀
ル
ネ
サ
ン
ス
と
、
浮
游
す
る
ル
ネ
サ
ン
ス
の
虚
像
は
消
え
た
。
　
ほ
ん
の
ひ
と
つ
の
ケ
ー
ス
を
み
て
み
よ
う
。
建
築
史
の
確
固
た
る
不
動
の
枠
組
み
が
あ
っ
て
、
総
枠
の
な
か
で
の
区
画
の
と
り
あ
い
を
、
ロ
マ
ネ
ス
ク
と
ゴ
シ
ッ
ク
が
演
ず
る
と
い
っ
た
み
か
た
は
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
サ
レ
の
と
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
ロ
マ
ネ
ス
ク
は
、
そ
の
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
美
的
感
性
の
総
体
を
は
ら
む
表
現
の
集
塊
で
あ
っ
て
、
ゴ
シ
ッ
ク
も
バ
ロ
ッ
ク
も
、
そ
の
ゆ
た
か
な
変
奏
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
こ
れ
は
す
で
に
、
ア
ン
リ
・
フ
オ
シ
オ
ン
、
噛
ジ
ュ
ル
ギ
ス
・
バ
ル
ト
ゥ
ル
サ
イ
テ
ィ
ス
の
系
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
譜
の
「
美
術
史
」
学
の
示
唆
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
　
ゴ
シ
ッ
ク
は
近
代
の
み
た
中
世
の
顔
で
あ
る
。
そ
う
い
う
お
も
い
き
り
89
の
よ
い
み
か
た
こ
そ
の
ぞ
ま
し
い
。
　
『
西
欧
精
神
の
探
究
』
は
、
副
題
に
「
革
新
の
十
二
世
紀
」
と
い
う
の
を
も
っ
て
い
る
。
編
者
の
堀
米
庸
三
氏
は
「
あ
と
が
き
」
に
い
う
。
　
「
十
．
二
世
紀
を
中
心
と
し
た
一
時
期
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
最
初
の
精
神
的
自
覚
に
、
従
っ
て
ま
た
独
自
の
文
化
の
創
造
に
ま
で
到
達
し
た
最
初
の
時
期
で
あ
る
こ
と
。
そ
こ
で
、
こ
の
｝
時
期
を
各
方
面
か
ら
検
討
す
れ
ば
、
西
欧
精
神
の
源
流
を
最
も
的
確
に
た
ど
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
」
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
価
値
体
系
は
、
十
二
世
紀
に
創
造
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
数
次
に
わ
た
る
転
相
を
経
て
、
現
在
に
い
た
る
。
十
二
世
紀
中
世
へ
と
回
帰
す
る
眼
差
し
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
自
分
自
身
の
誕
生
と
成
長
の
プ
ロ
セ
ス
を
認
知
し
、
再
生
の
根
拠
を
狙
う
眼
差
し
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
「
ル
ネ
サ
ン
ス
」
本
来
の
意
味
な
の
で
あ
る
。
　
第
一
章
「
革
新
の
十
二
世
紀
」
に
、
堀
米
庸
三
氏
は
十
二
世
紀
中
世
の
総
体
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
、
「
西
欧
農
耕
民
の
心
」
、
「
都
市
民
の
心
」
に
、
木
村
尚
三
郎
氏
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
と
共
同
体
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
の
理
解
に
示
唆
を
与
え
る
。
第
四
章
か
ら
六
章
に
か
け
て
、
堀
米
氏
の
「
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
」
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
精
神
的
自
覚
を
展
望
し
て
、
そ
の
歴
史
的
意
味
を
問
い
、
今
野
国
雄
氏
の
「
祈
れ
、
そ
し
て
働
け
」
「
正
統
と
異
端
」
の
二
篇
が
、
そ
の
基
盤
と
な
っ
た
信
仰
の
覚
醒
と
情
動
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
照
明
を
あ
て
る
。
　
新
倉
俊
一
氏
は
、
「
騎
士
道
」
と
「
愛
、
こ
の
十
二
世
紀
の
発
明
」
に
、
愛
が
、
こ
の
創
造
の
社
会
に
形
式
と
歌
と
を
お
の
が
も
の
に
し
た
こ
と
の
不
思
議
を
問
い
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
仔
情
の
伝
統
の
起
点
を
確
認
す
る
。
現
代
の
＋
二
世
紀
に
回
帰
す
る
と
．
・
ろ
、
ア
メ
リ
カ
の
詩
人
エ
ズ
㌘
パ
ウ
ン
ド
は
、
ト
ル
バ
ド
ゥ
ー
ル
の
詩
歌
に
詩
想
を
汲
ん
だ
の
で
あ
る
。
　
こ
の
創
造
と
構
成
の
時
代
は
、
「
西
欧
型
政
治
原
理
の
発
生
」
を
み
た
時
代
で
あ
っ
た
。
身
分
制
議
会
の
形
成
は
十
二
世
紀
中
世
に
深
く
根
差
し
、
後
代
の
代
表
制
議
会
へ
と
変
容
す
る
。
こ
の
見
通
し
の
言
葉
を
も
っ
て
、
堀
米
氏
は
第
九
日
目
の
報
告
を
結
ぶ
。
　
第
十
章
に
、
今
道
友
信
氏
は
「
大
学
と
学
問
」
の
成
立
を
論
じ
、
「
ス
コ
ラ
」
学
の
復
権
を
め
ざ
す
。
　
「
ス
コ
ラ
」
学
が
近
代
哲
学
の
諸
派
に
そ
の
方
法
論
を
与
え
た
と
い
う
、
考
え
て
み
れ
ば
あ
た
り
ま
え
の
事
態
に
つ
い
て
の
正
当
な
認
識
が
、
わ
た
し
た
ち
に
要
請
さ
れ
る
。
第
十
一
章
の
伊
東
俊
太
郎
氏
「
近
代
科
学
の
源
流
」
も
ま
た
、
巨
視
的
な
展
望
に
お
い
て
今
道
氏
の
立
場
に
同
調
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
ス
コ
ラ
学
と
近
代
科
学
の
連
続
と
非
連
続
と
い
う
言
葉
づ
か
い
の
う
ち
に
、
氏
は
あ
ら
た
め
て
問
題
を
提
起
す
る
。
　
第
十
二
章
の
柳
宗
玄
「
中
世
人
の
美
意
識
」
は
ゴ
シ
ッ
ク
以
後
に
「
人
間
」
を
み
る
。
概
念
的
説
明
が
う
る
さ
く
、
ロ
マ
ネ
ス
ク
の
ふ
く
ら
み
は
感
じ
と
れ
な
い
。
柳
氏
は
、
な
に
か
感
違
い
な
さ
っ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
第
十
三
章
「
賛
歌
と
愛
の
歌
」
の
皆
川
達
夫
氏
は
、
中
世
音
楽
　
ぬ
　
　
へ
　
　
ゐ
　
　
カ
に
西
洋
音
楽
の
原
型
を
み
て
と
る
。
　
わ
た
し
の
関
心
は
、
ひ
と
つ
の
図
柄
か
ら
次
の
図
柄
へ
の
転
相
の
様
態
に
あ
る
。
持
続
す
る
も
の
と
変
化
す
る
も
の
と
、
こ
の
二
要
素
の
計
量
に
90
十二世紀中世について
あ
る
。
最
終
日
の
報
告
「
中
世
と
現
代
」
は
、
こ
の
基
本
の
関
心
に
も
と
つ
く
発
言
で
あ
っ
た
。
　
「
十
二
世
紀
中
世
」
が
転
相
す
る
予
感
を
、
わ
た
し
は
い
だ
く
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
は
そ
の
転
相
を
ふ
く
む
も
の
で
あ
る
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
い
う
の
が
わ
た
し
の
意
見
で
あ
る
。
3
　
三
つ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
　
「
十
二
世
紀
中
世
」
と
い
う
歴
史
概
念
の
成
立
の
根
拠
が
問
わ
れ
た
場
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
「
十
二
世
紀
中
世
」
と
い
う
の
は
わ
た
し
の
造
語
だ
が
、
　
「
十
二
世
紀
ル
ネ
サ
ン
ス
」
と
い
う
概
念
に
対
し
て
反
定
立
さ
れ
た
も
の
と
ご
理
解
ね
が
っ
て
か
ま
わ
な
い
。
こ
の
ば
あ
い
、
　
「
中
世
」
と
は
、
あ
る
価
値
体
系
を
に
な
わ
さ
れ
た
言
葉
だ
が
、
い
い
か
え
れ
ば
、
様
々
な
系
列
が
集
っ
て
ひ
と
つ
の
図
柄
を
作
る
、
そ
の
図
柄
の
呼
称
だ
が
、
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
に
つ
づ
く
時
代
に
対
し
て
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
主
張
を
も
っ
て
い
る
。
　
た
と
え
ば
伊
東
氏
は
ス
コ
ラ
学
と
近
代
科
学
の
連
続
と
非
連
続
と
い
う
い
い
ま
わ
し
を
さ
れ
る
。
ひ
と
つ
の
図
柄
か
ら
他
の
図
柄
へ
と
時
間
軸
に
沿
っ
て
転
相
す
る
と
き
、
持
続
す
る
も
の
は
な
に
か
、
切
れ
る
も
の
が
あ
る
の
か
、
そ
の
辺
の
と
こ
ろ
に
わ
た
し
た
ち
は
視
線
を
据
え
ね
ば
な
る
ま
い
。
十
二
世
紀
か
ら
十
三
世
紀
へ
、
あ
る
い
は
「
十
二
世
紀
中
世
」
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
「
十
七
世
紀
近
代
」
へ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
セ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
う
　
　
ヘ
　
　
へ
　
こ
の
転
相
の
様
態
を
、
そ
れ
ぞ
れ
十
二
世
紀
の
側
か
ら
、
　
「
十
二
世
紀
へ
　
　
う
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヵ
　
　
も
　
　
へ
中
世
」
の
側
か
ら
、
観
察
す
る
。
こ
れ
が
基
本
の
構
え
と
し
て
の
ぞ
ま
し
く
、
こ
の
構
え
に
立
つ
と
き
、
「
ル
ネ
サ
ン
ス
」
の
呪
縛
は
消
え
る
。
再
生
の
概
念
は
、
お
の
ず
か
ら
非
歴
史
的
契
機
を
は
ら
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
、
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
も
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヨ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
へ
　
　
　
　
も
　
　
へ
　
　
ゐ
　
　
へ
十
三
世
紀
の
側
か
ら
十
二
世
紀
を
、
　
「
十
七
世
紀
近
代
」
の
側
か
ら
「
十
二
世
紀
中
世
」
を
狙
う
眼
差
し
で
あ
り
、
い
つ
わ
り
の
眼
差
し
で
あ
る
。
　
十
二
世
紀
か
ら
十
三
世
紀
が
、
　
「
十
二
世
紀
中
世
」
か
ら
「
十
七
世
紀
近
代
」
が
出
て
こ
な
く
て
も
よ
か
っ
た
は
ず
な
の
だ
。
時
代
の
図
柄
は
転
相
の
多
様
な
可
能
性
を
、
わ
た
し
た
ち
の
眼
差
し
に
提
示
す
る
。
転
相
の
姿
が
み
え
な
く
て
も
か
ま
わ
な
い
。
み
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
だ
と
思
い
こ
む
こ
と
こ
そ
危
険
で
あ
る
。
　
「
文
学
史
」
と
か
「
美
術
史
」
と
か
「
思
想
史
」
と
か
、
縦
軸
の
区
分
づ
け
に
気
を
と
ら
れ
が
ち
な
「
歴
史
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
の
誘
い
に
の
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
は
い
つ
わ
り
の
歴
史
で
あ
る
。
　
「
十
二
世
紀
中
世
」
の
歴
史
学
は
、
十
二
世
紀
の
諸
系
列
の
は
ら
む
表
現
の
多
様
性
に
目
を
奪
わ
れ
る
。
時
代
に
の
め
り
こ
む
と
い
う
こ
と
を
知
ら
ず
に
、
歴
史
に
お
け
る
理
解
が
ど
う
し
て
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
多
様
性
の
ふ
く
ら
み
を
、
ふ
く
ら
む
が
ま
ま
に
ふ
く
ら
ま
せ
て
み
る
。
あ
く
ま
で
も
持
続
す
る
部
分
の
計
量
こ
そ
が
、
変
化
す
る
も
の
の
析
出
に
先
ん
じ
る
の
で
あ
る
。
〔
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、
．
馬
　
、
ミ
言
象
鳶
象
♪
〉
噌
日
9
ロ
餌
O
o
犀
P
勺
日
冨
”
δ
①
O
・
（
5
）
°
。
9
答
ド
琴
u
8
覧
・
寒
爲
審
ミ
ミ
§
ヘ
ミ
ミ
寄
ミ
伽
ミ
。
ミ
　
↓
、
，
俺
眠
賊
禽
ミ
計
℃
ニ
コ
8
8
ロ
d
°
℃
二
H
り
刈
b
⊇
・
（
6
）
　
堀
米
庸
三
編
『
西
欧
精
神
の
探
究
－
箪
・
新
の
十
二
世
紀
1
』
日
本
放
送
出
　
版
協
会
、
昭
和
五
一
年
（
7
）
十
七
世
紀
に
ヴ
ェ
ク
ト
ル
の
変
換
点
を
求
め
る
み
か
た
は
様
々
な
方
面
に
　
お
い
て
確
認
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
次
の
二
著
を
紹
介
し
て
お
く
。
　
　
バ
ジ
ル
・
ウ
ィ
レ
ー
『
十
七
世
紀
の
思
想
的
風
土
』
深
瀬
基
寛
訳
、
創
文
　
社
、
昭
和
三
三
年
（
原
題
b
J
°
≦
出
一
〇
鷺
↓
、
ミ
切
§
か
隣
、
o
ミ
、
糺
ミ
，
藩
馬
　
」
§
満
9
蕊
、
裳
量
゜
お
ω
G
Q
）
　
　
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
『
狂
気
の
歴
史
ー
古
典
主
義
時
代
に
お
け
る
ー
』
　
田
村
椒
訳
、
新
潮
社
、
昭
和
五
〇
年
（
原
題
ζ
．
閃
o
ロ
8
三
2
鳶
ミ
o
㌣
馬
さ
　
旨
き
N
甘
即
』
．
誰
磯
馬
ら
ミ
旨
3
決
魯
H
⑩
話
）
（
8
）
た
し
か
『
思
想
』
の
五
七
入
号
（
一
九
七
二
年
八
月
）
に
村
田
全
氏
が
数
　
学
史
に
つ
い
て
論
じ
て
い
て
、
数
学
史
は
い
わ
ば
不
可
逆
的
に
読
む
べ
き
こ
　
と
。
あ
る
段
階
か
ら
次
の
段
階
へ
の
展
開
の
可
能
性
は
多
様
に
開
か
れ
て
い
　
て
、
必
然
静
に
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
西
欧
中
世
の
数
学
が
後
期
中
世
の
神
秘
　
主
義
の
洗
礼
を
く
ぐ
り
ぬ
け
て
デ
カ
ル
ト
を
み
い
だ
し
た
こ
と
の
次
第
は
、
ま
　
こ
と
に
不
思
議
の
妙
で
あ
る
。
西
欧
の
数
学
の
第
一
特
性
を
合
理
性
に
み
よ
う
　
と
い
う
議
論
に
は
根
拠
が
．
な
く
、
神
秘
主
義
と
数
学
と
は
、
つ
ね
に
干
渉
し
あ
　
い
つ
つ
、
パ
ラ
レ
ル
に
展
開
し
て
き
た
。
大
体
こ
う
論
じ
て
、
歴
史
を
現
在
か
　
ら
過
去
へ
、
出
て
き
た
も
の
を
軸
に
出
て
き
た
も
の
を
ふ
く
む
総
体
へ
、
逆
に
　
読
む
こ
と
の
危
険
さ
か
げ
ん
に
言
及
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
論
文
（
う
っ
か
り
し
　
て
手
許
に
み
あ
た
ら
ず
、
う
ろ
覚
え
の
紹
介
で
恐
縮
だ
が
）
は
わ
た
し
の
共
感
　
を
呼
び
、
こ
れ
を
「
史
学
概
論
」
の
テ
キ
ス
ト
に
使
お
う
と
思
っ
た
こ
と
で
あ
　
っ
た
。
　
　
ヨ
ー
ハ
ン
・
ホ
イ
ジ
ン
ガ
は
、
論
文
「
ル
ネ
サ
ン
ス
の
問
題
」
の
第
二
部
に
　
お
い
て
、
ル
ネ
サ
ン
ス
を
も
っ
て
中
世
か
ら
近
代
へ
の
過
渡
の
様
相
を
括
る
概
　
念
と
推
量
し
、
そ
の
変
化
の
様
相
を
護
む
に
あ
た
っ
て
、
逆
向
き
の
視
線
に
警
　
戒
せ
よ
と
戒
め
て
い
る
。
ホ
イ
ジ
ン
ガ
の
『
中
世
の
秋
』
は
、
後
期
中
世
と
い
　
う
時
代
の
ふ
く
ら
み
の
な
か
に
立
っ
て
、
変
容
の
可
能
性
の
多
様
さ
に
心
を
開
　
い
た
書
物
で
あ
っ
た
。
村
田
氏
は
、
お
そ
ら
く
ホ
イ
ジ
ン
ガ
を
知
ら
ず
し
て
ホ
　
イ
ジ
ン
ガ
の
立
場
に
立
ち
え
た
人
で
あ
る
。
　
　
い
＝
9
N
冒
σ
Q
貸
国
Φ
け
買
〇
三
①
①
日
餌
①
『
菊
魯
9
ω
匂
・
き
o
P
お
b
。
O
｝
＜
ミ
N
貸
　
ミ
民
氏
恥
壽
、
㍗
ミ
ぴ
餌
①
o
一
守
噂
弓
゜
b
∂
㎝
膳
｛
｛
。
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